
●はじめに        ●ウィンドウ操作              ●検索について  

最大化ボタンは使用できません 
          ウィンドウ 拡大縮小 拡大縮小 拡大縮小、または縦方向の伸縮 

各ウィンドウの検索ボックスをクリックして検索ワードを入力し、Enter キーまたは「検索」ボタンで検索します。 結果はカーソル左右キーで前後に移動できます。  「目次」、「資料」、「辞書」はひらがなでも検索可能です。 （例）「立正安国論」を検索したい → 「あんこく」等と入力して検索  スペース区切りで AND 検索可能です。  完全一致で見つからなかった場合は、部分一致での結果が表示されますので、ご注意ください。 

簡単な操作説明しかありませんので、画面表示項目等の概略については「御書システム」ホームページをご参照ください。 本 Viewer は簡易閲覧ソフトであり、未完成で低機能です。 また、バグ等の不具合もあるかもしれませんがご了承ください。 

ESC キーでウィンドウを閉じることができます。（※「目次」ウィンドウ以外） 



●「御書目次」ウィンドウ  
検索ボックス 

押せないボタンは現在使用できません 
各ウィンドウを開く 

クリックで遺文集・部類選択ウィンドウ クリックしても目次ウィンドウは閉じない 表示中の番号／検索結果数 クリックで結果をリセット 
すべてのウィンドウを閉じてViewerを終了する 選択行 Enter キーまたはマウスボタンのダブルクリックで開く カーソル↑↓キーまたはマウスホイールでスクロール マウスボタンクリックで選択 



●「御書選択」ウィンドウ 
遺文集を選択 

系年順かページ順を切り替え 真蹟検索モードの切り替え 
部類を選択 選択された部類が、表示および検索対象となります。 
 遺文集の詳細は「辞書」ウィンドウで「遺文集」または「いぶんしゅう」で検索してください。  部類の詳細は「辞書」ウィンドウで「C」(大文字)または「しー」で検索してください。  「真蹟検索モード」 検索対象が真蹟直読データのある行に限定されます。 御書本文ウィンドウでは真蹟直読データのない行は灰色で表示されます。 行単位でしか真蹟の有無を判別できませんので、最終的には１文字ずつデータの確認が必要です。 



●「御書本文」ウィンドウ 
縦書き横書き表示の切り替え スペースキーでも可 

青色の数字はクリックで該当ウィンドウが開く、またはページ移動します。 
 

検索対象にしたい項目をクリックしてチェックマークを付けます。 メモは Ctrl を押しながらダブルクリックで編集できます。 改行は Ctrl＋Enter キー。 

真蹟直読⇔真蹟活用 または 門下写本⇔原型活用 の切り替え 
 

真蹟⇔写本の切り替えと、データ有無を表示。 Sキーでも切り替え可。 
行の移動と、検索対象を表示中の御書に範囲限定する。 検索結果を一覧ウィンドウが開きます。 しおり(現在の表示条件)を保存・読込できます。 

ページ数を入力して Enter キーでページ検索ができます。 行数はカーソル左右キーで選択。 （現在、一部遺文集は未対応） 

カーソル上下 行の前後移動 Ctrl+カーソル上下 前後の御書先頭へ移動 カーソル左右 検索結果の前後移動 スペースキー 縦書き・横書き表示切り替え S キー 真蹟・写本の表示切り替え 縦書き表示に切り替えた場合、横書きで表示中の行が常に右端に位置するように表示されます。 「御書本文」ウィンドウでは、「検索」ボタンを Ctrl キーを押しながらクリックすると、漢字のみの検索ができます。（主に経文等を検索する時に使います） 



●「御書資料」ウィンドウ 
右側の枠内をダブルクリックすると、左側の大きな枠内に表示されます。 再度右側のいずれかの枠をクリックすると元に戻ります。 文章をマウスドラッグで範囲選択し、マウス右ボタンメニューまたは上の「本文」「辞書」等のボタンクをクリックすると、各ウィンドウが開き検索が行われます。 

文章の範囲選択はマウスのドラッグ選択のほか、ダブルクリックでもある程度自動選択可能です。 



●「法華経経文」ウィンドウ 
検索対象および上下キー移動範囲を、現在表示中の品に限定する。 

カーソル上下キーと同じ Ctrl を押しながらクリックで前後の品先頭へ移動 
カーソル上下 行の前後移動 Ctrl+カーソル上下 前後の品先頭へ移動 カーソル左右 検索結果の前後移動 スペースキー 縦書き・横書き表示切り替え S キー 縦書き表示で「真読・訓読」⇔「訓読・現代語訳」の表示切り替え 



●「法華経総科」「法華経科文」ウィンドウ                      ●「辞書事典」ウィンドウ          

ウィンドウを閉じて、選択された経文に移動します。Enter キーやマウスボタンのダブルクリックでも可。 「総科」と「科文」の表示を切り替えます。スペースキーでも可。 

カーソル上下キーで移動と選択、もしくはマウスホイールでスクロール、クリックで選択を行います。 
関連語 クリックで辞書ウィンドウが開きます。 ※辞書データには「御書システム」の使い方やシステムの説明項目も含まれていますが、ほとんどが本 Viewer ソフトには適用できませんのでご注意ください。 



●「年表」ウィンドウ 
年号選択モードに切り替え スペースキーでも可 青字はクリックで本文が開きます。 

カーソル上下 行の前後移動 カーソル左右 検索結果の前後移動 Enter キー 「関連・備考」のリンクが存在する場合はリンク先を開く スペースキー 年号選択モードの切り替え 


